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弘 文 審 査 括 具 の 賓 旨
本研究では､B細胞非ホジキンリンパ陣の免疫グロブリン軽朗制限に対して､穿刺吸引細胞
診による免疫珊胞化学二王染色の有用性をフローサイトメーター(FCN)と比較検討したもの
である.軽鎖制限は､単クローン性の基準と推奨さ･れる KappaJLamda憧鎖比>3または
Landamappa･軽鎖比>2で判断した｡その結果､23例の･B細胞リンパ腫のうち､ランダムカ
ウントくtt)S-I)で軽鎖制限を認めたのは15例 (65.2%)､'中型から大型細胞のみをカウント
した場合 くtDS-2)での軽鎖制限はZl例 く9l.3%)であった｡FCMを行なったZl例中､軽鎖~
制限が換出されたのは15例(71.4%)であ.?た｡lDS-I/-2で軽鎖制限が検出されずFCMでの
み検出された症例は1例もなかった｡各方法の感度姓､FCN'.7l.4%､IDS-I:65.2%､tDS-2:81.3%､
特異度は全て100%であった｡以上より､免疫細胞化学二重染色はFCNと同様あるいはそれ以
上の鹿鎖M.L限検出に有用であることを示した｡FC打は細胞ダメージがある場合､判定に苦慮す
ることもある｡穿刺吸引細胞診に本法を用いることで B細胞リンパ腫の診断療度が向上し､
FCNや細胞診断の補助になることを示し声ことは高く評価できる｡
よ.)て､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると醒める.
